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平成
26年度

国保組合予算に向けた
ハハガガキキ要要請請行行動動にに

ごご協協力力ををおお願願いいししまますす！！
厚生労働省が財務省に提出した平成25年
度概要要求の内、国保組合に対する補助金
は3，200億7，000万円で、前年度比65億7，000
万円増となりました。概算要求の多くを占
める定率補助金と調整補助金については、
被保険者数や医療費の推移を年末の予算編
成までに精査するため、状況によっては大
きく減額されることも予想されます。
年末にかけて要求額の絞り込みが想定さ
れますが、私たちの建設国保に対する現行
補助水準を確保するために、是非ご協力を
お願いします。

記

1．取り組み期間 平成25年10月1日㈫～
11月15日㈮

2．要 請 先 ①厚生労働省 ②財務省

建
設
長
崎
・
協
会
合
同
研
修

会
を
十
月
三
日
㈭
午
後
六
時
三

〇
分
か
ら
長
崎
原
爆
資
料
館

ホ
ー
ル
に
て
、
組
合
員
・
主

婦
・
書
記
局
の
合
計
二
四
四
名

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
国
土
交
通
省
住
宅
局

住
宅
生
産
課
長
の
伊
藤
明
子
氏

を
全
建
総
連
を
通
じ
て
招
き
、

「
今
後
の
住
宅
建
築
行
政
の
動

向
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
約
一

時
間
講
話
を
受
講
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
県
土
木

部
の
平
松
幹
朗
参
事
監
、
藤
川

康
博
住
宅
課
長
を
招
き
ま
し
た
。

始
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て

相
川
執
行
委
員
長
が
「
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ

で
建
設
業
界
に
朗
報
を
も
た
ら

し
、
技
術
技
能
の
継
承
の
継
続

や
若
年
技
能
者
の
入

職
・
育
成
に
明
る
い
兆

し
が
見
え
始
め
て
お
り
、

尚
更
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
継
続
・
拡

充
が
必
要
不
可
欠
。
講

演
を
聞
き
今
後
の
仕
事

対
策
の
参
考
に
。」
と

あ
い
さ
つ
。

伊
藤
住
宅
生
産
課
長

の
講
演
で
は
住
宅
建
築

行
政
の
動
向
を
説
明
。

は
じ
め
に
、
住
宅
着
工

の
適
齢
期
で
あ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ

ア
世
代
が
、
住
宅
の
投
資
に
慎

重
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
下
の

世
代
に
つ
い
て
も
人
口
が
減
少

し
続
け
て
い
る
こ
と
が
懸
念
材

料
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
着
工
に
大
き
く
係
わ
る

所
帯
数
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

未
婚
率
や
少
子
化
が
進
ん
で
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
住

宅
は
戸
建
て
か
ら
集
合
住
宅
へ

シ
フ
ト
し
て
い
く
と
の
見
解
を

示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
非
正
規
雇
用
率
と
失

業
率
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
住

宅
の
一
次
取
得
者
層
で
あ
る
三

〇
代
の
平
均
年
収
や
金
融
資
産

が
極
端
に
減
少
し
て
お
り
、
住

宅
産
業
の
活
性
化
に
は
、
雇
用

の
安
定
が
不
可
欠
と
説
明
。

関
連
し
て
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク

数
の
推
移
に
つ
い
て
説
明
。
現

在
、
住
宅
ス
ト
ッ
ク
数
（
約
五

七
六
〇
万
戸
）は
総
世
帯
数（
約

五
〇
〇
〇
万
世
帯
）
に
対
し
十

五
％
多
く
、
量
的
に
は
充
足
し
、

空
き
家
住
宅
が
増
加
し
て
き
て

い
る
。
そ
の
空
き
家
の
多
く
は
、

耐
震
化
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が

な
く
、
資
産
価
値
が
低
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
二
年
度
の
建
築
着
工

統
計
で
新
築
住
宅
を
構
造
別
に

み
る
と
、
戸
建
住
宅
と
共
同
住

宅
の
割
合
は
、
ほ
ぼ
五
十
％
の

構
成
に
な
っ
て
お
り
、
伊
藤
課

長
は
「
共
同
住
宅
と
共
に
、
在

来
木
造
の
新
築
に
つ
い
て
は
プ

レ
カ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
完

成
ま
で
の
問
題
点
は
少
な
い
が
、

技
術
者
が
減
少
し
て
い
る
現
状

に
お
い
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関

し
て
は
現
場
力
が
重
要
と
な
る

た
め
対
策
が
必
要
」
と
訴
え
た
。

木
造
建
築
関
連
で
は
、
木
材

利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
概
要
の

他
、
国
が
率
先
し
て
木
材
を
利

用
し
た
公
共
建
築
物
の
整
備
に

関
し
、
木
造
建
築
技
術
先
導
事

業
に
よ
る
施
工
例
を
紹
介
。
同

事
業
は
、
再
生
可
能
な
循
環
資

源
で
あ
る
木
材
を
、
大
量
に
使

用
す
る
建
築
物
の
整
備
に

よ
っ
て
、
低
炭
素
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
た
め
、
先
導

的
な
設
計
・
施
工
技
術
を
導

入
す
る
大
規
模
木
造
建
築
物

等
の
整
備
に
対
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
あ
る
と
説
明
。

ま
た
、
十
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
新
築
住
宅
の
省
エ
ネ
性

能
評
価
方
法
の
見
直
し
に
つ

い
て
も
説
明
。
こ
れ
ま
で
の
省

エ
ネ
基
準
は
、
住
宅
の
外
皮
の

断
熱
の
み
を
評
価
し
て
い
た
が
、

見
直
し
後
は
、
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
指
標
と
し
て
、

断
熱
性
能
に
加
え
、
設
備
性
能

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

量
を
総
合
的
に
評
価
す
る
方
法

と
し
て
い
る
。
国
は
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
、
二
〇
二
〇

年
ま
で
に
新
築
住
宅
・
建
築
物

に
つ
い
て
段
階
的
に
省
エ
ネ
基

準
へ
の
適
合
を
義
務
化
す
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

講
演
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り

他
に
も
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス

住
宅
推
進
事
業
や
住
宅
性
能
表

示
見
直
し
、
建
設
業
就
業
者
の

推
移
な
ど
を
説
明
。

今
後
長
く
住
み
続
け
ら
れ
る

家
造
り
を
国
も
業
者
も
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
若
年
技
能

者
が
入
職
し
や
す
い
労
働
条

件
・
環
境
作
り
が
必
要
と
、
丁

寧
に
時
間
一
杯
使
っ
て
講
演
、

若
干
の
質
疑
を
し
て
午
後
七
時

五
〇
分
終
了
し
た
。

今後の住宅建築行政の動向について

仲間を増やす運動にご協力を‼
前期拡大達成‼ ■東長崎支部 ■浦上東支部

（8月末） 15支部中、2支部が目標達成する。

前期拡大行動期間 9月～11月 拡大強化月間 10月～11月

■厳しい今こそ支え合い、多くの仲間の協力が必要です！
皆さんの日常のつながりを活かして、未加入者をご紹介ください。
■声を大きく、団結を大きくして仕事と暮らしを守ろう！
私たちの要求の実現には、「数の力」（組合力）が重要です。
■組合の活動で来年もリフォーム助成を前進させよう！
組合を強く大きくし、仕事おこしにつながるリフォーム助成を進めよう。

現
行
補
助
水
準
の
確
保
を
！

労働安全推進大会開催のお知らせ（長崎・県央地区）
時日 平成25年11月12日㈫

午後7時開会
所場 セントヒル長崎

※参加者全員に記念品を準備しています。
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来賓 県土木部平松参事監、藤川住宅課長

前期拡大
目標
180名

▲来賓

国土交通省住宅局住宅生産課長

伊藤明子氏を招き講演

10

▼

▲講演する伊藤明子氏

毎月1回15日発行 2013年（平成25年）10月15日発行建 設 長 崎第580号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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就
労
状
況
調
査
を
実
施

証
明
書
類
未
提
出
者

建
設
従
事
者
で
あ
る
証
明
書
類

九
月
二
十
二

日
〜
二
十
四
日

三
日
間
に
か
け

て
、
第
二
十
九

回
全
国
青
年
技

能
競
技
大
会
が

山
形
県
「
山
形

国
際
交
流
プ
ラ

ザ
」
で
開
催
さ

れ
、
競
技
課
題

「
四
方
転
び
踏

み
台
」
の
制
作

に
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮

し
よ
う
と
三
十
三
県
連
・
組
合

か
ら
六
十
六
名
が
参
加
。

建
設
長
崎
か
ら
は
、
五
月
に

行
わ
れ
た
長
崎
大
会
で
金
賞
の

和
田
茂
史
さ
ん
（
北
松
支
部
）

が
出
場
し
ま
し
た
。
長
崎
大
会

の
後
、
休
日
や
仕
事
の
後
に
練

習
を
行
い
全
国
大
会
に
挑
み
ま

し
た
が
、
今
回
は
惜
し
く
も
入

賞
に
は
手
が
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

（（99月月2277日日））

秋秋
のの
行行
楽楽
主主
婦婦
会会
日日
帰帰
研研
修修

西
海
橋
コ
ラ
ソ
ン
ホ
テ
ル

九
月
二
十
七
日
㈮
爽
や
か
な

秋
晴
れ
の
下
、
建
設
長
崎
本
部

主
婦
会
日
帰
り
旅
行
会
が
、
佐

世
保
市
針
尾
の
「
コ
ラ
ソ
ン
ホ

テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
、
県
下
十

五
支
部
よ
り
一
〇
三
名
の
主
婦

会
の
皆
さ
ん
が
参
加
。

金
子
副
会
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
の
後
、
馬
場
会
長
、
相
川
執

行
委
員
長
よ
り
あ
い
さ
つ
を
受

け
、
馬
場
会
長
の
乾
杯
の
音
頭

で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

懇
親
会
会
場
か
ら
は
、
大
村

湾
が
見
え
、
美
し
い
景
色
と
美

味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
恒
例
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
と
大
い
に

盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
全
員
で
「
河
内
お

と
こ
節
」
を
踊
り
、
山
形
副
会

長
の
閉
会
の
挨
拶
で
日
帰
り
旅

行
を
終
了
し
ま
し
た
。

帰
り
は
、
西
海
橋
の
魚
魚
市

場
に
寄
り
地
元
の
魚
や
野
菜
、

果
物
を
購
入
す
る
事
が
で
き
皆

さ
ん
満
足
し
て
そ
れ
ぞ
れ
帰
途

に
つ
き
ま
し
た
。

（
堀
川
）

〜
職
種
の
再
確
認
調
査
〜

長
建
国
保
は
、
組
合
員
資
格
の
適
正
化
対
策

と
し
て
、
長
建
国
保
加
入
の
全
組
合
員
を
対
象

に
加
入
資
格
（
職
種
）
の
再
確
認
調
査
（
組
合

員
就
労
状
況
調
査
。
以
下「
調
査
」と
い
う
。）

を
厚
生
労
働
省
の
通
達
に
基
づ
き
実
施
し
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
長
建
国
保
は
、
建
設
業
に
従

事
す
る
者
が
加
入
す
る
国
民
健
康
保
険
組
合
で

あ
る
た
め
、
組
合
規
約
に
定
め
る
建
設
業
の
職

種
以
外
の
者
は
加
入
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
部
の
国
保
組
合
に
お
け

る
無
資
格
者
加
入
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
報
道
さ
れ

た
こ
と
に
端
を
発
し
、
厚
生
労
働
省
や
会
計
検

査
院
は
全
国
の
国
保
組
合
に
対
し
て
、
今
後
は

定
期
的
に
資
格
確
認
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

職
種
の
確
認
に
つ
い
て
は
証
明
書
類
等
に
よ
り

徹
底
し
て
行
う
よ
う
通
達
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
受
け
て
長
建
国
保
で
は
、
二
年

に
一
度
を
目
安
に
加
入
資
格
の
再
確
認
を
行
う

た
め
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
調
査
の

際
に
は
「
建
設
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
」
に
て
資
格
確
認
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
平
成
二
十
六
年
が
調

査
の
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
同
年
三
月
の
保

険
証
の
切
替
時
期
に
合
わ
せ
て
資
格
の
再
確
認

の
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〜
規
約
に
基
づ
き
資
格
喪
失
〜

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
該
当
す
る
証
明
書
類

を
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
し
て
来
年
三
月
の
保
険

証
の
切
替
当
日
に
提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
建
設
従
事
者
と
し
て
加
入
後
、
建
設

業
を
廃
業
ま
た
は
異
業
種
へ
転
職
さ
れ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
組
合
各
支
部
へ
届
出
下
さ
い
。

尚
、
調
査
に
応
じ
な
い
方
、
証
明
書
類
を
提

出
し
な
い
方
に
は
、
厚
生
労
働
省
の
指
導
に
よ

り
、
組
合
規
約
に
基
づ
き
加
入
資
格
が
な
い
者

と
し
て
保
険
証
を
返
還
の
上
、
資
格
喪
失
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

調
査
等
に
関
し
ま
し
て
ご
不
明
な
点
は
組
合

所
属
支
部
ま
た
は
長
建
国
保
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
調
査
実
施
に
あ
た
り
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
保
険
証
切
替
時
に
提
出
を
〜

調
査
は
、
個
別
に
お
送
り
し
ま
す
調
査
表
に

ご
記
入
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
建
設
業
に
従
事

し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
以
下
「
証

明
書
類
」
と
い
う
。
◆
証
明
書
類
例
参
照
。）

の
写
し
を
調
査
表
に
添
付
の
上
、
保
険
証
の
切

替
時
に
組
合
窓
口
へ
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

尚
、
前
回
同
様
、
証
明
書
類
を
お
持
ち
で
な

い
場
合
は
、
保
険
証
の
切
替
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。

証 明 書 類 例（下記に示す証明書類例のいずれか
1つの写しを提出して下さい。 ）

①建設業許可業者の通知書
（許可の有効期間、建設業の種類等の記載があるもの）
②会社の登記簿謄本、又は登記簿の履歴事項全部証明書
（建築や土木工事業などの記載があり、直近1年以内に発行されたもの）
③電気工事等の業者登録証
（建築士事務所、解体・水道工事業等の業者登録証で有効期限の範囲内のもの）
④得意先からの発注書、又は工事請負契約書
（直近1年以内のもので工事名称に建設業である内容が記載されているもの）
⑤請求書並びに領収書控
（直近1年以内のもので工事名称に建設業である内容が記載されているもの）
⑥労働保険加入証明書
（建設業である職種、加入期間の記載があるもの）
⑦健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬決定通知書
（事業所名称に「○○建設」など建設業であることがわかる屋号が記載され
ているもの）
⑧健康保険適用除外承認証
（事業所名称に「○○建設」など建設業であることがわかる屋号が記載され
ているもの）
⑨所得税確定申告書Ｂの第1表並びに第2表
（電子申告受付日、税理士署名押印、税務署受付印等のいずれかの表示があ
るもので職業欄に建設業種、屋号欄に「○○建設」等の建設業であることが
わかる屋号が記載されているもの）
⑩所得税確定申告書Ａの第2表
（電子申告受付日、税理士署名押印、税務署受付印等のいずれかの表示があ
るもので「給与の支払者の氏名・名称欄」に「○○建設」などの建設業者で
あることがわかる屋号が記載されているもの）
⑪源泉徴収票
（「給与の支払者欄」に「○○建設」など建設業者であることがわかる屋号
が記載されているもの）
⑫一人親方労災保険加入証明書
（建設業である職種、加入期間の記載があるもの）
⑬事業主が証明した就労（雇用）証明書
（事業所の業種、当該組合員の職種の記載があるもの）
⑭その他証明書類と同等であると組合が認めたもの

※注意事項
⑴ 証明書類に記載されている屋号・商号がカタカナ・アルファベット表示で建設
業と判断できない場合、職種の記載がない場合、有効期限切れの場合は、建設業
と判断できる証明書類を別途に提出いただきます。
⑵ ⑨⑩の所得税確定申告書は平成24年分、⑪の源泉徴収票は平成24年又は平成25
年分のいずれかをお願いします。
⑶ 資格証や修了証等で期間更新制ではないもの、工事見積書は、証明書類に該当
しませんのでご注意下さい。
⑷ 証明書類をお持ちでない方は組合所属支部にご相談下さい。
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市
南
支
部
は
、
九

月
十
五
日
㈰
に

ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ン

江
川
店
前
の
広
場

の
一
角
を
お
借
り

し
て
、
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

毎
年
恒
例
の
行
事
と
し
て
、

地
域
の
方
々
の
認
知
も
定
着
し

つ
つ
あ
り
、
包
丁
砥
一
五
二

本
・
鎌
砥
二
本
の
取
り
組
み
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

天
候
は
快
晴
だ
っ
た
も
の
の
、

台
風
の
余
波
で
非
常
に
強
風
で
、

テ
ン
ト
が
飛
ば
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
無

事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
組
合

員
・
主
婦
会
の
皆
様
、
本
当
に

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
森
）

〜
久
し
ぶ
り
の
山
里
地
区
、
研
い
だ
包
丁
二
〇
〇
本
〜

九
月
二
十
九
日
㈰
午
前
九
時

か
ら
山
里
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
て
、
住
宅
デ
ー
住
宅
相

談
、
包
丁
研
ぎ
、
ま
な
板
削
り

を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
共
催
の
長
崎
市
社
会

福
祉
協
議
会
高
尾
支
部
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
得
て
組
合
員
・
主

婦
の
皆
さ
ん
、
来
賓
を
合
わ
せ

て
三
十
六
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

山
里
地
区
は
、
浦
上
東
支
部
、

推
薦
議
員
の
野
口
市
議
の
お
膝

元
で
、
一
ヶ
月
前
か
ら
宣
伝
を

し
、
来
場
者
が
予
想
を
上
回
り
、

研
い
だ
包
丁
が
二
一
三
本
、
ま

な
板
削
り
は
三
十
七
枚
と
例
年

の
二
倍
以
上
の
数
に
な
り
ま
し

た
。

ま
た
、
朝
か
ら
小
雨
模
様
の

天
気
で
し
た
が
作
業
中
に
雨
が

降
る
事
も
な
く
曇
り
空
の
中
で

作
業
を
行
い
、
強
い
日
差
し
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
過
ご
し
や

す
い
一
日
で
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
山
里
地
区
で
の

開
催
で
し
た
が
、
事
前
の
宣
伝

の
効
果
か
、
開
始
時
刻
の
九
時

前
に
は
多
く
の
方
が
受
付
を
並

ん
で
、
待
っ
て
い
て
、
テ
ン
ト

を
建
て
た
ら
す
ぐ
包
丁
研
ぎ
を

行
い
、
な
ん
と
か
、
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
部
か
ら
、
前
田
副
委
員
長
、

田
上
書
記
長
と
推
薦
議
員
の
野

口
市
議
も
か
け
つ
け
激
励
を
受

け
た
所
で
す
。

多
く
の
包
丁
や
ま
な
板
を
削

り
、
御
苦
労
頂
い
た
組
合
員
、

受
付
を
し
て
頂
い
た
主
婦
会
の

皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
石
田
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

山
本

秀
夫

葛
島

俊
幸

小
泉

雄
義

中
島

善
明

森

貞
雄

三
浦

忠
男

田
中

義
行

江
崎

雪
夫

高
平

増
男

松
浦

良
二

今
井

佳
信

江
崎

覚

木
田

雅
晴

山
下

洋
二

山
下
八
千
代

犬
塚

幸
子

坂
本

藤
子

舩
津
副
委
員
長

田
上
書
記
長

西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会
で
は
、

九
月
八
日
㈰
農
協
撰
果
場
に
お

い
て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。朝

晩
は
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
、

秋
の
気
配
を
感
じ
て
き
て
い
ま

す
が
、
当
日
は

晴
天
で
ま
だ
ま

だ
夏
の
日
差
し

が
降
り
注
ぎ
、

と
て
も
暑
い
中

で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

開
始
早
々
、

多
く
の
包
丁
、

カ
マ
、
は
さ
み

等
が
持
ち
込
ま

れ
、
受
付
終
了

時
間
ま
で
休
息

す
る
間
も
な
く
、

一
本
一
本
丁
寧

に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
、

包
丁
等
の
本
数
も
年
々
増
え
、

地
域
の
方
々
に
も
深
く
浸
透
し

て
い
る
事
が
実
感
で
き
、
と
て

も
実
り
あ
る
住
宅
デ
ー
と
な
り

ま
し
た
。

（
松
園
）

〜
地
域
に
浸
透
・
実
り
あ
る
奉
仕
活
動
〜

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

田
中

秀
則

田
崎

順
一

森

政
一

田
川

和
博

松
田

隆
人

増
田

啓
治

川
口

弘

田
島

浩
文

大
原

和
夫

山
下

修
二

中
尾

馨

生
田

繁
一

杉
山

達
美

野
田

耕
治

下
峰

英
巳

村
瀬

春
樹

坂
田

秀
司

柴
田

巌

渡
部

政
徳

佐
藤

正
知

中
尾

亮

材
木

賢
一

金
子

嘉
和

中
村

巧

吉
田

光
男

佐
藤

光
子

杉
山

廣
子

森

節
子

田
川

ヤ
エ

川
口

末
子

渡
辺

久
子

前
田
副
委
員
長

田
上
書
記
長

野
口
市
議

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

尾
崎

光
生

岩
永

亀
雄

山
口

政
好

毎
熊

明
夫

岡
田

一
廣

濱
本

孝
博

岩
崎
喜
三
郎

小
串

民
雄

松
林

満
男

石
川

明
文

佐
舗

洋

中
村

秀
徳

脇
川

雅
隆

迫

貴
幸

溝
上

智
志

加
賀
江
岩
太
郎

井
手

保

嶋
本

清
孝

中
尾

豊

浦
田

克
孝

濱
本

静
香

松
林
嘉
代
子

岩
永

和
子

岡
崎
ア
イ
子

相
川
委
員
長

田
上
書
記
長

九
月
二
十
二
日
㈰
大
浦
支
部
で

は
大
浦
町
オ
ラ
ン
ダ
通
り
で
居

留
地
ま
つ
り
に
協
賛
し
て
の
住

宅
デ
ー
を
開
催
。
朝
早
く
か
ら

組
合
員
十
七
名
、
主
婦
会
三
名

に
参
加
協
力
頂
き
ま
し
た
。

作
業
は
、
朝
十
時
か
ら
の
予

定
で
し
た
が
準
備
を
し
て
い
る

九
時
過
ぎ
か
ら
テ
ン
ト
前
に
は

お
客
さ
ん
が
チ
ラ
ホ
ラ
並
び
は

じ
め
、
受
付
を
始
め
る
と
あ
っ

と
い
う
間
に
研
い
で
ほ
し
い
包

丁
が
何
十
本
と
並
ん
で
い
ま
し

た
。
組
合
員
さ
ん
ら
は
並
ん
で

い
る
包
丁
を
汗
だ
く
に
な
り
な

が
ら
一
本
一
本
丁
寧
に
仕
上
げ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
木
工
教

室
の
方
も
準
備
し
て
い
た
二
十

五
組
が
昼
前
に
は
終
了
す
る
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

ま
つ
り
へ
の
来
場
者
も
多
か
っ

た
せ
い
か
、
包
丁
研
ぎ
の
実
績

も
例
年
よ
り
二
割
増
の
三
六
九

本
で
し
た
。
大
浦
支
部
住
宅

デ
ー
も
居
留
地
ま
つ
り
同
様
に

地
域
に
浸
透
し
て
き
て
お
り
今

後
は
少
し
で
も
奉
仕
活
動
と
合

わ
せ
て
住
宅
相
談
も
増
え
て
く

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
、
残
暑
厳
し
い
日
で

は
あ
り
ま
し
た
が
ご
協
力
頂
い

た
組
合
員
・
主
婦
会
の
皆
様
お

疲
れ
様
で
し
た
。

（
若
杉
）

〜
二
年
ぶ
り
・
待
ち
焦
が
れ
た
西
山
会
場
〜

残
暑
厳
し
い
九
月
八
日
㈰
午
前

九
時
よ
り
組
合
員
九
名
・
主
婦

会
三
名
が
参
加
し
て
西
山
一
丁

目
公
民
館
で
二
年
ぶ
り
の
住
宅

デ
ー
を
開
催
。
昨
年
は
都
合
で

出
来
な
か
っ
た
た
め
、
西
山
一

丁
目
の
皆
さ
ん
待
ち
焦
が
れ
て

い
た
み
た
い
で
、
九
時
よ
り
受

付
を
始
め
る
と
次
か
ら
次
へ
と

包
丁
・
ま
な
板
を
持
っ
て
来
ら

れ
、
一
時
は
お
客
さ
ん
の
行
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
組
合
員

さ
ん
は
休
む
間

も
な
く
持
っ
て

来
ら
れ
た
包

丁
・
ま
な
板
を

丁
寧
に
仕
上
げ

て
い
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
の
中

に
は
、
待
っ
て

い
る
間
に
包
丁

を
研
ぐ
時
の
コ

ツ
を
真
剣
に
聞

き
入
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
出
来
上

が
っ
た
包
丁
や
ま
な
板
を
受
取

り
「
本
当
に
助
か
り
ま
す
」
と

嬉
し
そ
う
に
持
っ
て
帰
ら
れ
、

住
宅
デ
ー
開
催
が
地
域
の
人
に

喜
ば
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し

た
。奉

仕
活
動
の
成
果
は
、
包
丁

が
一
一
五
本
ま
な
板
十
三
枚
で

し
た
。
最
後
は
皆
で
後
片
付
け

を
し
、
お
弁
当
を
食
べ
た
後
、

内
野
支
部
長
の
お
疲
れ
様
の
あ

い
さ
つ
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

北
村

五
男

平
山

正
則

鳥
田

時
冶

田
上

義
高

工
藤

是
正

川
原
喜
久
雄

小
野

義
龍

竹
崎

初
男

平
山

宏
三

梅
澤

利
久

松
尾

哲
夫

木
本

春
雄

横
田

博
明

大
坊

隆
良

松
本

末
好

方
山

栄
治

山
下

忠
春

小
淵

禮
子

松
尾

松
子

山
下
キ
ミ
エ

船
津
副
委
員
長

田
上
書
記
長

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

内
野

幸
雄

本
多

常
秋

樋
口

正
人

田
森

勝

坂
口

忠
義

太
田

俊
一

山
下

廣
造

川
原

亀
善

山
崎

増
雄

馬
場
ヒ
ロ
子

川
原

幸
枝

樋
口
須
磨
子

相
川
委
員
長

田
上
書
記
長

浦
上
東
支
部

市 南 支 部

中 央 支 部

大 浦 支 部

西
彼
支
部

～包丁研ぎ２割増・木工教室も大盛況～

～強風でヒヤヒヤ・
テントふき飛ぶ？？～
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浦
上
東
支
部

青
年
部

電動工具の買い取り・引き取り・処分引き受けます

ピケ足場、鉄板、型枠他小型機械から大型機械まで
買い取り致します（ユニック車完備）

遠方の方は特に、まず、お電話下さい！！

〜
乾
杯
の
後
は
い
つ
も
の
光
景
〜

猛
暑
の
夏
が
少
し
ず
つ
和
ら

ぎ
始
め
た
九
月
八
日
㈰
、
諫
早

支
部
で
は
四
十
五
名
の
参
加
で

支
部
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
は
三
年
ぶ
り
に
バ
ス
二
台
に

分
か
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
宮
崎
方

面
へ
。
出
発
直
後
に
は
車
内
後

方
よ
り
威
勢
の
良
い
乾
杯
の
音

頭
で
い
つ
も
の
光
景
に
早
変
わ

り
す
る
と
、
予
定
外
の
ト
イ
レ

休
憩
を
挟
み
な
が
ら
昼
食
会
場

の
高
千
穂
へ
到
着
。
そ
の
後
は

日
向
市
内
へ
バ
ス
を
走
ら
せ
、

行
く
だ
け
で
願
い
が
叶
う
と
言

わ
れ
る
ク
ル
ス
の
海
で
各
々
願

い
を
込
め
て
？
見
学
し
た
後
、

日
本
海
軍
発
祥
の
地
で
江
戸
時

代
の
古
民
家
が
立
ち
並
ぶ
美
々

津
町
へ
。
生
憎
の
雨
に
よ
り
観

光
ガ
イ
ド
の
話
も
そ
こ
そ
こ
に

見
学
を
終
え
、
宿
泊
ホ
テ
ル
へ
。

温
泉
に
つ
か
り
旅
の
疲
れ
を
癒

す
と
夜
の
大
宴
会
で
は
酒
を
酌

み
交
わ
し
な
が
ら
よ
り
一
層
の

親
睦
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
の
朝
は
、
昨
日
の
飲

み
疲
れ
に
よ
り
若
干
静
か
な
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、
青

島
で
記
念
撮
影
を
済
ま
せ
、
昼

食
会
場
の
飫
肥
城
址
に
着
く
頃

に
は
い
つ
も
通
り
の
元
気
を
取

り
戻
し
、
全
員
無
事
に
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

〜〜
とと
てて
もも
楽楽
しし
いい

まま
んん
じじ
ゅゅ
うう
作作
りり
〜〜

残
暑
厳
し
い
九
月
十
一
日
、

中
央
支
部
主
婦
会
で
は
九
名
の

参
加
で
ま
ん
じ
ゅ
う
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
九
時
よ
り
エ
プ
ロ

ン
等
を
整
え
て
す
ぐ
に
準
備
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
毎
年
恒

例
に
な
っ
て
い
る
の
で
皆
さ
ん

慣
れ
て
い
て
、
作
業
が
ス
ム
ー

ズ
に
流
れ
ま
す
。
一
時
間
位
で

一
つ
目
の
発
酵
が
出
来
上
が
り

皆
で
丸
め
て
い
き
ま
す
。
蒸
し

器
に
入
れ
十
五
分
間
蒸
し
一
回

目
の
ま
ん
じ
ゅ
う
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
作
業
の
手

を
休
め
フ
ウ
フ
ウ
し
な
が
ら
出

来
立
て
の
ま
ん
じ
ゅ
う
に
か
ぶ

り
つ
き
、「
美
味
し
い
美
味
し

い
」
の
連
発
で
す
。
頑
張
っ
て

二
回
三
回
と
た
く
さ
ん
の
ま
ん

じ
ゅ
う
を
作
り
ま
し
た
。

一
段
落
し
て
お
昼
に
は
、
皆

さ
ん
持
ち
寄
り
の
お
弁
当
を
広

げ
て
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
賑

や
か
に
頂
き
ま
し
た
。

帰
り
は
、
出
来
上
が
っ
た
フ

ワ
フ
ワ
の
ま
ん
じ
ゅ
う
を
お
土

産
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
と
て
も
楽
し
い
ま
ん

じ
ゅ
う
作
り
で
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

〜
青
年
部
有
志
で
六
年
目
〜

九
月
二
十
九
日
㈰
午
前
八
時

か
ら
浦
上
東
支
部
青
年
部
は
支

部
事
務
所
周
辺
の
住
吉
通
り
の

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
青
年
部
員
有
志

に
呼
び
か
け
て
六
年
目
を
迎
え

ま
す
。
奇
数
月
の
日
曜
日
に
行

い
、
三
十
三
回
目
を
数
え
ま
す
。

そ
の
中
で
三
回
程
雨
で
中
止
と

な
り
今
回
が
実
質
三
十
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

清
掃
は
、
支
部
事
務
所
前
を

出
発
し
て
歩
道
を
中
心
に
ゴ
ミ

を
拾
い
集
め
ま
し
た
が
、
煙
草

の
吸
い
殻
が
多
く
喫
煙
マ
ナ
ー

が
悪
い
な
ぁ
と
実
感

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

部
員
の
中
に
も
喫

煙
者
は
い
ま
す
が
、

清
掃
活
動
を
始
め
て

か
ら
は
、
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に

し
な
い
と
決
め
て
い
る
そ
う
で

す
。住

吉
通
り
を
ゴ
ミ
拾
い
し
た

後
は
、
ゴ
ミ
袋
二
個
分
満
杯
に

な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
道
路

に
ゴ
ミ
を
捨
て

る
人
は
多
い
な

と
実
感
。
当
日

は
、
支
部
住
宅

デ
ー
が
あ
っ
た

為
、
い
つ
も
よ

り
一
時
間
早
め

て
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
回
子

供
さ
ん
も
一
緒

に
参
加
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、

朝
か
ら
の
清
掃

活
動
と
包
丁
研
ぎ
で
充
実
？
し

た
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
青
年
部
員
と
そ

の
家
族
の
み
な
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。

（
石
田
）

職場に役立つ労働統計

◆格差大きい正規と非正規
調査では今回初めて正規社

員と、パート・アルバイト、
派遣などの非正規社員を区別
し、それぞれの平均賃金を推
計。役員を除く正規社員の平
均は467万円（男性520万円、
女性349万円）。一方、非正規
は168万円（同225万円、同143
万円）と、格差が大きくなっ
ています（端数切り捨て）。

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

中
尾

亮

吉
田

光
夫

田
崎

順
一

中
村

巧

金
子

嘉
和

尾
上

禎
二

材
木

賢
一

当店のブログで商品紹介をご覧下さい。
http://seikatusupport.blog104．fc2．com/
※倉庫の片付け処分、買い取り好評を得ております‼

★普通のリサイクル店とは違う‼ ☆工具で質貸しします�

生活サポート館 TEL·FAX
(0956) 49-3321

佐世保市原分町121‐1【営業】AM9：30～PM6：00【定休日】日曜日（電話対応OKです）

主主婦婦会会部支央中 旅行会部支早諫

☆建設長崎教宣部より☆
建設長崎教宣部では、組合員 家族の
声をできるだけ紙面に反映させていきた
いと考えています。皆さんの仕事・生活
のことや、身近な楽しいたよりなど投稿
をお願いします。
また教宣部（新聞）について何かご意
見ご希望等ございましたらハガキにてお
願いします。

木造建築物作業主任者講習会のご案内

＊講習料 ①組合員6，000円 ②組合員以外8，000円
＊各支部にて受付（他の資格保有者は主任者手帳を提出の事）
申請書、写真2枚（サイズ2．5㎝×3．0㎝）
＊各講習会の開催にあたっては、10名以上を原則とします。
＊10名以下の少人数の場合は、他の講習機関での受講をお願いする場合があり
ます。
＊計画の内容については変更の可能性もありますのでご了承ください。
または学院（095－861－9261）までご連絡ください。

会 場
建設長崎諫早支部
諫早市八天町21－11
TEL 0957-24-3800

日 程
平成25年11月21日㈭～11月22日㈮
午前9時00分～午後5時00分
（受付開始午前8時30分より）

民間平均賃金の推移

職場と数字

国税庁「民間給与実態統計調査」より作成
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